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町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
は
、
町

教
育
委
員
会
の
花
坂
惣
二
上
席
主
査

を
団
長
と
し
て
、
豊
間
根
中
・
山
田

中
の
二
年
生
八
人
と
山
田
高
校
の
二

年
生
二
人
、
そ
し
て
引
率
者
二
人
の

合
計
十
三
人
。
一
月
七
日
に
行
わ
れ

た
出
発
式
で
多
く
の
方
々
の
激
励
を

受
け
、
翌
八
日
、
大
い
な
る
期
待
を

胸
に
成
田
空
港
を
た
ち
、
空
路
十
二

時
間
を
経
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に

到
着
し
ま
し
た
。

最
初
の
訪
問
地
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が

世
界
に
誇
る
大
堤
防
。
そ
の
広
大
な

湖
と
干
拓
地
を
前
に
、
も
と
も
と
の

こ
の
国
の
狭
さ
を
痛
感
し
、
だ
か
ら

世
界
中
に
羽
ば
た
き
、
日
本
人
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。
翌
十
日
は
、
い
よ
い
よ

本
町
と
の
友
好
都
市
で
あ
る
ザ
イ
ス

ト
市
入
り
。
美
し
い
ザ
イ
ス
ト
城
と

風
格
あ
る
ザ
イ
ス
ト
市
庁
舎
を
訪
問

し
ま
し
た
。
夕
方
に
は
ク
リ
ス
テ

リ
ッ
ク
・
リ
セ
イ
ム
・
ザ
イ
ス
ト
校

（
Ｃ
Ｌ
Ｚ
）
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。

最
初
の
日
蘭
交
流
と
い
え
る
こ
の
会

は
、
花
坂
団
長
の
巧
み
な
オ
ラ
ン
ダ

語
と
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
、
盛

大
な
拍
手
と
笑
顔
を
呼
び
、
会
は
和

や
か
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ご
対
面
。
最
初
の

出
会
い
は
み
ん
な
不
安
げ
な
顔
で
し

た
が
、
こ
の
日
か
ら
五
日
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

十
一
日
か
ら
三
日
間
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｚ
へ
通
学
。
Ｃ

Ｌ
Ｚ
の
兄
弟
校
を
見
学
し
た
り
、
実

際
に
授
業
に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
よ

交流の模様をリポート
する統導の菊池傑

まさる

教諭

町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
員
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
中
学

生
八
人
と
高
校
生
二
人
は
、
一
月
七
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
日
程
を

終
え
元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス

ケ
ン
ス
号
が
山
田
湾
に
漂
着
し
た
と
い
う
史
実
が
縁
で
始
ま
っ
た
同

国
へ
の
生
徒
の
派
遣
も
、
今
年
で
九
度
目
。
生
徒
十
人
は
友
好
都
市

ザ
イ
ス
ト
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授
業
体
験
な
ど
を
通

じ
、
現
地
の
人
た
ち
と
友
情
を
深
め
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
生
徒
た

ち
の
体
験
談
と
あ
わ
せ
、
交
流
の
模
様
を
統
導
し
た
山
田
中
学
校
の

菊
池
傑
教
諭
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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英語の勉強頑張り
親友と再会したい

山田高　中村阿
あ

佐
さ

美
み

さん

してくれたりしました。おかげで短い期間でしたが、一日
一日、充実した時間を送ることができました。オランダの
生徒たちも気軽に「コンニチワ」とあいさつして、優しく
接してくれました。お別れの時は、涙が止まりませんでし
た。そんなわたしに親友たちは「手紙を書くよ。また来て
ね」と声を掛けてくれました。この１1日間の経験は一生忘
れられない思い出となりました。これから英語をしっかり
勉強して、オランダの人たちに再び会いに行きたいです。

わたしは、英語があまり得意で
はありません。ホストファミリー
は、辞書などを使って日本語で話

オランダでの経験
みんなに伝えたい

山田中　大 川 祥
しょう

汰
た

君

後には、みんな「やっていける」と不安は希望へと変わっ
ていました。英語が通じるか不安でしたが、ホストファミ
リーは辞書を使って会話してくれました。滞在中は、ホス
トファミリーやＣＬＺの先生、生徒たちの心の温かさに触
れることができました。帰国の日、「今日でホストファミ
リーと別れる」と思うととても悲しく、同時に「また絶対
来る」という強い思いがわいてきました。この素晴らしい
経験をみんなに伝え、自分も将来に生かしていきたいです。

ザイストに着いた時はみんなと
ても不安そうでした。しかし、学
校でホストファミリーに会った直

多くの人の助けで
素晴らしい訪問に

山田高　佐々木大
だい

地
ち

君

かったです。また日本のことを熱心に学び、興味を持って
くれてうれしかったです。国境を越え見知らぬオランダの
人と出会い、友情を深めることができ、これまでにない貴
重な体験をすることができました。今回は使節団員のリー
ダーとして活動しました。反省する点もありましたが、毎
日が有意義で無事に日程を終えて帰町できたのも、たくさ
んの人の助けのおかげと感謝しています。素晴らしい団員
と旅を共にし、最高の思い出をつくることができました。

一番心に残っているのは、5日
間のホームステイ。ホストファミ
リーは愉快で、毎日がとても楽し

オランダ王国
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う
と
意
気
込
む
本
町
の
生
徒
の
期
待

に
応
え
、
Ｃ
Ｌ
Ｚ
の
先
生
や
生
徒
も

積
極
的
に
指
名
し
た
り
、
発
表
の
機

会
を
与
え
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
も
、

漢
字
や
折
り
紙
な
ど
に
は
オ
ラ
ン
ダ

の
生
徒
も
関
心
が
高
く
、
本
町
の
生

徒
た
ち
も
多
く
の
質
問
を
受
け
、
み

ん
な
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に
必
死

に
説
明
。
意
味
が
伝
わ
る
と
双
方
笑

顔
で
お
礼
を
言
い
合
う
な
ど
、
と
て

も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｚ
で
の
授
業
最
終
日
に
は
、
校

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
の

食
事
に
は
ザ
イ
ス
ト
市
長
も
激
励
に

訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
四
日
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日

本
人
学
校
を
訪
問
。
オ
ラ
ン
ダ
で
生

活
す
る
同
年
代
の
中
学
生
と
の
交
流

も
ま
た
盛
り
上
が
り
、
予
定
し
て
い

た
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し

た
。
そ
の
後
、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
市
で

日
本
大
使
館
を
訪
問
。
夜
に
は
、
Ｃ

Ｌ
Ｚ
で
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
歌
の
交
歓
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
お

世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
花
束
を
贈
り
、
感
激
の
涙
を
流
し

な
が
ら
握
手
を
交
わ
し
た
り
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
忘
れ
ら

れ
な
い
夜
に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
は
、
感
謝

と
激
励
の
中
、
最

後
の
最
後
ま
で
別

れ
を
惜
し
み
な
が

ら
、
ザ
イ
ス
ト
市

に
お
別
れ
。
バ
ス

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
大
き
く
手
を

振
る
ザ
イ
ス
ト
市
の
人
た
ち
の
姿
は
、

五
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
温
か

い
心
の
交
流
を
示
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
十
六
日
深
夜
、
使
節
団
は
オ

ラ
ン
ダ
で
の
多
く
の
体
験
や
思
い
出

を
胸
に
無
事
帰
町
し
ま
し
た
。
思
い

出
さ
れ
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
方
々
と

の
心
の
こ
も
っ
た
交
流
。
こ
の
十
一

日
間
の
素
晴
ら
し
い
体
験
は
一
生
の

財
産
で
あ
り
、
本
町
と
ザ
イ
ス
ト
市

と
の
友
好
の
き
ず
な
は
さ
ら
に
強
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

主な行動日程

１月７日…本町出発　８日…アムステル
ダム着　９日…アムステルダム市内見学
（ダム広場、国立博物館、アンネ・フラ
ンクの家など）／アイセル湖の大堤防見
学 １０日…クリステリック・リセイム・
ザイスト校（ＣＬＺ）で歓迎会／ザイスト
城見学／ザイスト市役所表敬訪問《１４日
までザイスト市内でホームステイ》
１１日～１３日…ＣＬＺの授業に参加 １４日
…アムステルダム日本人学校を訪問／デ
ン・ハーグの日本大使館表敬訪問／キン
デルダイクの風車群見学／ＣＬＺでお別
れパーティー １５日…ユトレヒトなどの
市内見学（自由市場、デ・ハール城、オ
ルゴール博物館、木靴工場など）／アム
ステルダム発／１６日…帰町


